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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第107期
第２四半期
連結累計期間

第108期
第２四半期
連結累計期間

第107期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高（百万円） 19,041 18,912 38,521

経常利益（百万円） 1,033 782 2,002

四半期（当期）純利益（百万円） 590 436 943

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
564 393 903

純資産額（百万円） 23,189 23,672 23,527

総資産額（百万円） 44,283 44,601 44,572

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
14.23 10.54 22.75

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 52.4 53.1 52.8

営業活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
1,514 1,431 3,068

投資活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△671 △1,331 △1,448

財務活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△302 △332 △379

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
9,792 10,258 10,495

　

回次
第107期
第２四半期
連結会計期間

第108期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 9.37 5.85

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第107期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報

告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループ（当社及び連結子会社）が判断

したものであります。

 

(1）経営成績

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興に向けた回復の兆しがみられるものの、継

続する円高や株安などによる企業収益悪化への懸念と、欧米における金融不安の拡大が国内経済などに及ぼす影響

への危惧から、景気の先行きは依然不透明な状況が続いております。

　このような経済情勢のなか、当グループでは中長期経営計画「ＮＢ１００」のもと、「成長分野への挑戦と新たな

市場の開拓」と「基盤となる事業の効率化・安定化」による売上拡大と利益確保を目指して事業活動に取組んで

まいりましたが、売上高は189億１千２百万円（前年同期比0.7％減）、経常利益は７億８千２百万円（前年同期比

24.3％減）、四半期純利益は４億３千６百万円（前年同期比26.0％減）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

　　

メディカル事業本部

（ヘルスケアフィールド）

　当第２四半期連結累計期間のドラッグストアを中心とした大衆薬市場におきましては、節電による冷房機器使用

の抑制や６月後半の猛暑により、一部で暑さ対策商品の需要が増加したものの、東日本大震災の影響による個人消

費の停滞で、全般的には需要が低迷いたしました。このような状況のなか、ご好評をいただいている救急絆創膏「ケ

アリーヴ※」シリーズ、鎮痛消炎剤「ロイヒ」シリーズを中心に、新製品の配荷、店頭の活性化など、販売促進活動

を積極的に行いましたが、前述の影響からヘルスケアフィールド全体の売上げは低調に推移いたしました。

（医療材フィールド）

　当第２四半期連結累計期間の医療機関向け医療材料市場におきましては、依然として医療機関が感染予防と安全

性に関する取組みを継続していることもあり、採血や透析後の止血に特化した「インジェクションパッドマイル

ド」や、カテーテルの固定・創傷保護製品のフィルムドレッシング材「カテリープラス※」「カテリープラス※

ロール」の採用が順調に拡がり、医療材フィールド全体の売上げは好調に推移いたしました。

　以上の取組みを実施してまいりました結果、ヘルスケアフィールドと医療材フィールドを合わせましたメディカ

ル事業本部全体の売上高は62億２千５百万円（前年同期比1.8％増）、営業利益は11億５千１百万円（前年同期比

9.4％減）となりました。

テープ事業本部

（オフィスホームフィールド）

　当第２四半期連結累計期間の文具事務用品業界におきましては、全般的に市況は低調でしたが、テープの切り口が

真っ直ぐ切れる「テープカッター直線美※」と「ハンドカッター直線美※」の好評に呼応し、「セロテープ※」の

主力製品が堅調に推移いたしました。また、大型店舗と通信販売への取組みを積極的に行った新製品の「テープの

りtenori※」はご好評をいただき、好調に推移いたしました。

（工業品フィールド）

　当第２四半期連結累計期間の産業用テープ業界におきましては、マスキングテープ・食品関連分野において、高機

能製品拡大の取組み効果がみられましたが、主力製品である梱包用テープと電気関連分野を中心とする特殊材料分

野において、東日本大震災の影響が大きく、全体としては、低調に推移いたしました。

　また、輸出につきましては中国をはじめアジアを中心とする需要がありましたが、円高も影響し売上が前年実績を

下回る結果となりました。

　以上の取組みを実施してまいりました結果、オフィスホームフィールドと工業品フィールドを合わせましたテー

プ事業本部全体の売上高は126億８千６百万円（前年同期比1.9％減）、営業利益は８億９千８百万円（前年同期比

17.3％減）となりました。

 

　（注）１．事業の状況（キャッシュ・フローの状況を除く）に記載しております金額には消費税等が含まれてお

りません。

２．※は登録商標を示しております。

３．平成23年度の組織改定により、研究開発部門の一部が管理部門より各セグメントの配下組織となった

ことに伴い、セグメント営業利益及び前年同期比につきましては、組織改定後のセグメントによりそ

れぞれ算定しております。
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(2）財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ２千９百万円増加し、446億１百万円となりま

した。また純資産は１億４千４百万円増加し、236億７千２百万円になりました。この結果、自己資本比率は53.1％と

なりました。

　

(3）キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計年度末

に比べ２億３千６百万円（2.3%）減少し、102億５千８百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ８千２百万円（5.4%）減少し、14億３千１百万

円となりました。これは税金等調整前四半期純利益、売上債権の増減額、仕入債務の増減額等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ６億５千９百万円（98.4%）増加し、1３億３千

１百万円となりました。これは主に有価証券、有形固定資産の購入等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ２千９百万円（9.7%）増加し、３億３千２百万

円となりました。これは主に配当金の支払等によるものです。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５億２千２百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当グループを取り巻く経営環境につきましては、原油価格が影響する原材料価格の高止まりと、電力供給不足や風

評被害など東日本大震災の影響の長期化など、依然として不透明な状況が予想されます。

　このような経営環境のなか、当グループでは、2018年に迎える「創立100周年」に向けた中長期経営計画「ＮＢ１

００」のもと、「信頼され期待される企業」となるべく「成長分野への挑戦と新たな市場の開拓」と「基盤となる

事業の効率化・安定化」による売上拡大と利益確保を目指します。

　また、併せてブランドの維持・向上を推進し、経営環境の変化に左右されない収益構造の強化と内部統制の拡充を

図ってまいる所存であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 41,476,012 41,476,012

㈱東京証券取引所

㈱大阪証券取引所

（各市場第１部）

単元株式数

1,000株　

計 41,476,012 41,476,012 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。 

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日　
－ 41,476,012 － 5,451 － 4,186
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（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 大鵬薬品工業㈱  東京都千代田区神田錦町１－27 13,516 32.59

 ニチバン取引先持株会  東京都文京区関口２－３－３ 2,142 5.16

 ㈱三菱東京ＵＦＪ銀行  東京都千代田区丸の内２－７－１ 2,070 4.99

 ㈱みずほ銀行  東京都千代田区内幸町１－１－５ 2,070 4.99

 日本トラスティ・サービス信託

銀行㈱信託口
 東京都中央区晴海１－８－11 1,787 4.31

 あいおいニッセイ同和損害保険

㈱
 東京都渋谷区恵比寿１－28－１ 1,350 3.25

 日本マスタートラスト信託銀行

㈱信託口
 東京都港区浜松町２－11－３ 872 2.10

 シービーエヌワイデイエフエイ

インターナショナルキャップバ

リューポートフォリオ

 （常任代理人　シティバンク銀行

㈱）

 388 GREENWICH STREET,NY,NY 10013, USA

 （東京都品川区東品川２－３－14）
616 1.49

 ㈱りそな銀行  大阪府大阪市中央区備後町２－２－１ 577 1.39

 第一生命保険㈱  東京都千代田区有楽町１－13－１ 555 1.34

計 － 25,555 61.61
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

－ －普通株式

　　　　
21,000

完全議決権株式（その他）
普通株式

　　　　
41,400,000 41,400 －

単元未満株式
普通株式

　　　　
 55,012 － －

発行済株式総数 41,476,012 － －

総株主の議決権 － 41,400 －

　

　

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

ニチバン株式会社　

東京都文京区関口

二丁目３番３号
21,000 － 21,000 0.1

計 － 21,000 － 21,000 0.1

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成

23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清明監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,405 10,338

受取手形及び売掛金 11,866 11,189

有価証券 505 506

商品及び製品 2,481 2,881

仕掛品 1,324 1,397

原材料及び貯蔵品 1,146 1,190

その他 817 806

貸倒引当金 △11 △11

流動資産合計 28,537 28,299

固定資産

有形固定資産 11,357 11,351

無形固定資産 70 64

投資その他の資産 ※
 4,606

※
 4,886

固定資産合計 16,035 16,302

資産合計 44,572 44,601

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,918 7,166

1年内返済予定の長期借入金 － 2,000

未払法人税等 200 350

役員賞与引当金 62 30

その他 4,218 4,115

流動負債合計 11,400 13,662

固定負債

長期借入金 2,000 －

退職給付引当金 3,887 3,686

役員退職慰労引当金 244 83

長期預り保証金 2,845 2,850

資産除去債務 90 90

その他 575 555

固定負債合計 9,644 7,267

負債合計 21,044 20,929
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,451 5,451

資本剰余金 4,186 4,186

利益剰余金 14,019 14,207

自己株式 △7 △7

株主資本合計 23,651 23,839

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39 4

為替換算調整勘定 △162 △171

その他の包括利益累計額合計 △123 △167

純資産合計 23,527 23,672

負債純資産合計 44,572 44,601
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

売上高 19,041 18,912

売上原価 13,546 13,588

売上総利益 5,494 5,323

販売費及び一般管理費 ※
 4,451

※
 4,519

営業利益 1,043 803

営業外収益

受取利息 6 5

受取配当金 6 6

持分法による投資利益 52 36

その他 18 25

営業外収益合計 84 74

営業外費用

支払利息 29 29

支払手数料 31 31

その他 33 34

営業外費用合計 94 95

経常利益 1,033 782

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 － 2

投資有価証券受贈益 39 －

受取補償金 30 －

特別利益合計 69 2

特別損失

固定資産除売却損 10 16

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 66 －

特別損失合計 76 16

税金等調整前四半期純利益 1,025 768

法人税等 435 332

少数株主損益調整前四半期純利益 590 436

四半期純利益 590 436

EDINET提出書類

ニチバン株式会社(E01000)

四半期報告書

12/20



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 590 436

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △25 △34

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △9

その他の包括利益合計 △25 △43

四半期包括利益 564 393

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 564 393
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,025 768

減価償却費 819 894

退職給付引当金の増減額（△は減少） △286 △201

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5 △161

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7 4

有形固定資産除売却損益（△は益） 9 13

受取利息及び受取配当金 △13 △12

支払利息 29 29

売上債権の増減額（△は増加） 149 676

たな卸資産の増減額（△は増加） △152 △515

仕入債務の増減額（△は減少） 442 248

その他 △196 △107

小計 1,826 1,637

利息及び配当金の受取額 13 12

利息の支払額 △30 △29

法人税等の支払額 △294 △187

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,514 1,431

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △415 △586

定期預金の払戻による収入 412 415

有価証券の取得による支出 △1 △401

有価証券の売却による収入 0 3

有形固定資産の取得による支出 △660 △765

その他 △6 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △671 △1,331

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △247 △248

その他 △55 △83

財務活動によるキャッシュ・フロー △302 △332

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △5

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 540 △236

現金及び現金同等物の期首残高 9,251 10,495

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 9,792

※
 10,258
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

　

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成23年９月30日）

※　投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒

　　引当金の額は、△41百万円であります。　

※　投資その他の資産の金額から直接控除している貸倒

　　引当金の額は、△47百万円であります。

　

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料及び手当 1,098百万円

従業員賞与 424 

退職給付費用 177 

役員退職慰労引当金繰入額 8 

役員賞与引当金繰入額 31 

給料及び手当 1,147百万円

従業員賞与 380 

退職給付費用 160 

役員退職慰労引当金繰入額 7 

役員賞与引当金繰入額 30 
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 9,701

有価証券勘定 505

預入期間が３か月を超える定期預金 △415

現金及び現金同等物 9,792

 

 （百万円）

現金及び預金勘定 10,338

有価証券勘定 506

預入期間が３か月を超える定期預金 △586

現金及び現金同等物 10,258

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年６月25日

定時株主総会
普通株式 248 6  平成22年３月31日 平成22年６月28日利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当に関する事項

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成23年６月24日

定時株主総会
普通株式 248 6  平成23年３月31日 平成23年６月27日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 
 

　報告セグメント
合計

（百万円）
調整額

（百万円）　

四半期連結
損益計算書
計上額　
（百万円）

メディカル事業本部
（百万円）

テープ事業本部
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 6,115 12,92619,041 － 19,041

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
20 34 54 (54) －

計 6,135 12,96019,096 (54) 19,041

セグメント利益 1,270 1,085 2,356(1,312) 1,043

（注）１．セグメント利益の調整額（1,312百万円）は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用の主なものは、親会社本社の総務等管理部門及び研究所に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　記載すべき事項はありません。　

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

 
 

　報告セグメント
合計

（百万円）
調整額

（百万円）　

四半期連結
損益計算書
計上額　
（百万円）

メディカル事業本部
（百万円）

テープ事業本部
（百万円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 6,225 12,68618,912 － 18,912

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高
18 38 56 (56) －

計 6,243 12,72418,968 (56) 18,912

セグメント利益 1,151 898 2,049(1,246) 803

（注）１．セグメント利益の調整額（1,246百万円）は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用の主なものは、親会社本社の総務等管理部門及び研究所に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　

２．報告セグメントの変更等に関する事項　

(１)組織改定に伴い、従来より「メディカル事業部」「テープ事業部」としておりました報告セグメン

トの名称を、第１四半期連結累計期間より、「メディカル事業本部」「テープ事業本部」にそれぞれ

変更しております。

(２)組織改定に伴い、従来より全社費用として「調整額」に含めておりました研究所に係る費用の一部

について、報告セグメントの「メディカル事業本部」「テープ事業本部」に含めてセグメント利益

を算定しております。なお、変更後の算定方法により作成した前第２四半期連結累計期間に係る報告

セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報は、「Ⅰ　前第２四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日）」に記載しております。

　　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　記載すべき事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 14円23銭 10円54銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（百万円） 590 436

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 590 436

普通株式の期中平均株式数（千株） 41,457 41,454

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月14日

ニチバン株式会社

取締役会　御中
 

 清明監査法人  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 今　村　　　了　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 岩　間　　　昭　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチバン株式会社の

平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチバン株式会社及び連結子会社の平成23年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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